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Junichi HORI 1951 On the Unified Dsrivation of Jones' Matrix and the 
Transformation Matrix in the Theory of Anti-Reflection Fi1m. uw  Temper-
ature Science 8. 

Jonesの行列と反射防止膜の理論に硯われ

る行列の統一的導出について

堀淳

(イ氏温科学研究所純:反物理学部門〉

tn目前I26 年 7月夜:迎}

Jonesの導いた l夫元光学系の草色偏光に対する作用をあらわす変換行列と，反射防止.

膜の理論に出てくる，'A射光と透過光との聞の関係をあらわす基礎変換式とは，一見関連の

ないもののように見え，実際その導かれ方も異っているのであるが，とれらを Maxwel1の

電磁波動指混式を基礎とするより一般的た観点から，統一的に導くととをこ試みたb

光学:非活性であって，且つl汲牧の主軸と屈折率の主事Ibとが一致するよう主主結晶体の王子ら主主

表面 ~C ，草色偏光が垂直に入射する場合む考え z 阿i 色ご光の進行方向~， x， y軸を結晶の

表面内にとると，入射光の振幅 Eo(E"o， Eyo ) と，座標Z の場所~.j討する光の振幅 E (z) 

CE" (z)， E" (z)) との聞には，失のよう主主変換関係がある:

E (Z)=M (z) Ea， (1) 
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(n"， nyは主屈折主主0.，。ω:屈折率の主軸と x，y軸とのfmの廻転向).(2)がとの場合におけ

るJonesの行列jである。

一方反射防止膜の理論は，入射允の電磁ベクトル (Ej， H!) と，透過光のそれ (E2，H2) 

とのfM'lの，ヨたのような関係を基礎においている;

(2)=(T;:ニdZでなおは) (4) 

但し σエコ2πin/i.で.zが肢の厚さである。

Jonesの行列も， (4.) ~現われる行列も，ともに昼間路標z~関していわゆる準群 (semi.‘

group)の性貨をもっているのととろで Maxwellの電磁i方程式の一般併は，L=O におけ



184 :iflll 淳

る初期条件11:対じて時間111:関する準群作用識を作用さ合た形に表わされるととがわかってい

るが，とり方程式}はささ間と時聞に関して対称主主形をもっているから，それはまた z=oのと

ころの条件に昼間底棋に関する準群作用素を作用させた形にもかけるであるうこと，そして

Jonesの行列或は (4)の行列はその必然的結果として導かれて{るで・あろうととが予想さ

れる。笑際にこのととがたしかめられたb 乙の導出は，上の2つの問題に関するかぎ、t，実

際ムはあま，り意味がなく，かえっで導出を綾維にしたにすぎな壬いけれども，同じような種類

の問題に対する一つの方法論的基礎を与えるものと思われる。例えは、 l:::f(元の熱{事導の問題

にもとの方誌を有効に趨用するととが出来る。一般に，いわゆる分布系 (distributed 

System)心取り扱いに対して，との考え方が有効な方法を提供する場合があり得ると思わ

れる。

詳細は英文報告に掲戴の予定である。との問題に対して絡始興味をよせられ，多くの有益

友助言を与えられた今堀克己教授にあっく感謝の意を表する。


